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口絵3　（左）『琉歌愛誦三十三首＜本冊＞試案』と（右）『琉歌愛誦』（＜本冊＞下絵本）
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（研究資料紹介）芹沢銈介作『琉歌愛誦 三十三首』と制作資料
濱田 淑子　　本田 秋子
Items of interest from the works of Serizawa Keisuke
Ryuka Aishou Sanjusanshu (33 Favorite Poems from Okinawa) by Serizawa Keisuke:
With new materials related to the book









In November 1979, the publisher Gohachi Shobo planned to publish two books: 33 Favorite Poems from Okinawa, a stencil-
dyed picture book by Serizawa Keisuke, and an accompanying, explanatory volume by Tonomura Kichinosuke. Tonomura’s 
explanatory volume was published in July 1980, but the main volume by Serizawa was never actually published.Here, we 
consider three of Serizawa’s books, which have already been exhibited, and new materials related to this book.These new 
materials make it plain that Serizawa and Tonomura repeatedly consulted on publishing the main volume.We go on to explore 
what Serizawa envisioned for his ill-fated picture book.
はじめに


























































































































































































































































































































































































Tohoku Fukushi University Serizawa Keisuke Art and Craft Museum Annual Report  Vol.7（2015）












二 今 日 の ほ
こらしゃや
花の蕾














五 お 船 の つ
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＜別冊＞琉歌目次 ⑨の外村指示書き ⑤＜本冊＞試案 ⑤の外村指示書き ①＜本冊＞下絵本
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2）3 ／ 25 ～ 3 ／ 28「日本民藝協会同人琉球日記」『月刊民藝
第1巻2号』pp.39 ～ 41　1939年5月　日本民藝協会
3 ／ 29 ～ 4 ／ 13「日本民藝協会同人琉球日記第二回」『月刊
民藝第1巻3号』pp.32 ～ 37　1939年6月　日本民藝協会
4 ／ 14 ～ 4 ／ 16「日本民藝協会同人琉球日記　第三回」『月
刊民藝第1巻4号』pp.32 ～ 35　1939年7月　日本民藝協会
4 ／ 17 ～ 4 ／ 30「日本民藝協会同人琉球日記　第四回」『月
刊民藝第1巻5号』pp.50 ～ 55　1939年8月　日本民藝協会
5 ／ 1 ～ 5 ／ 15「日本民藝協会同人琉球日記　第五回」『月刊
民藝第1巻6号pp.55 ～ 59　1939年9月　日本民藝協会
5 ／ 16 ～ 5 ／ 24「日本民藝協会同人琉球日記第六回」『月刊
民藝第1巻7号』pp.44 ～ 46　1939年10月　日本民藝協会
5 ／ 25 ～ 6 ／ 24「日本民藝協会同人琉球日記　第七回」『月
刊民藝第1巻8号pp.84 ～ 89　1939年11月　日本民藝協会
6 ／ 25 ～ 8 ／ 4「日本民藝協会同人琉球日記　第八回　先島・
台湾紀行（『月刊民藝第1巻9号pp.37 ～ 45　1939年12月　
日本民藝協会





4）鈴木訓治「再び琉球へ」12 ／ 31 ～ 1 ／ 3『月刊民藝第2巻2号』
pp.40 ～ 42　1940年2月　日本民藝協会





























英文要旨については東北福祉大学の Ken Schmidt 教授に
ご協力をいただきました。感謝申し上げます。
参考）琉歌三十三首の全文
一、石なごの石の　大瀬なるまでも　おかけぼせめしょうれ　我御主が
なし
二、今日のほこらしゃや　何にぎゃなたてる　つぼておる花の　つゆ
きゃたごと
三、だんじょ嘉例吉や　えらでさしみしぇる　お船のつなとれば　風や
まとも
四、いかり引きのせて　本帆矢帆もたち　いまゐの舵うたへば　風もま
とも
五、お船のつなとれば　よしぢょよしまれめ　いもちもれ里前　朝夕拝ま
六、船のらば里前　船底にのゆな　ぼんの上にのぼて　手巾まにげ
七、三重城にのぼて　手巾もちゃげれば　走船のならひや　一目ど見ゆる
八、恩納岳あがた　里が生れ島　もりも押しのけて　こがたなさな
九、波のこえもとまれ　風のこえもとまれ　首里天がなし　みおんき拝ま
十、明日からのあさて　里が番のぼり　谷茶こす雨の　ふらなやすが
十一、うらむ比謝橋や　なさけないぬ人の　わぬわたさともて　かけて
おきゃら
十二、なくなよやあさゝ　食わんでやあらぬ　肝かなさあてど　抱きゃ
見ちゃる
十三、瓦屋つぢのぼて　真南向かて見れば　島の浦ど見ゆる　里や見らぬ
十四、伊野波の石こびれ　無蔵つれてのぼる　にゃへも石こびれ　とさ
はあらな
十五、比謝橋の潮や　水行逢てもどる　わみや里いきゃて　今どもどる
十六、あけよ天川原や　島よこになたさ　できゃよ立もどら　明日あそぼ
十七、七葉あしたばこ　かしらこにしちゅて　里や原どなり　行逢はだ
いもの
十八、手巾もちゃぎりば　よその目のしげさ　かしらとりなづけ　手
しゃい招げ
十九、花染の袖も　ぬぎかえて今日や　別れゆる春の　なごり立ちゅさ
二十、袖やきぬぎぬの　恋し色染めれ　裾にぬきとめれ　しほらし匂
二十一、かにくるしゃあるえ　あわれ思無蔵が　わかれ路のそでに　す
がて泣けば
二十二、いった門にまちゅめ　風回にまちゅめ　なれや風回や　ましや
あらね
二十三、風回にまてば　風のものゆこと　ならば坂下りて　中の毛小に
二十四、恩納岳見れば　白雲のかゝる　恋しさやつめて　見ぼしやばかり
二十五、北京お主日や　ずまにそなれよが　七つ星下の　北京ちょしま
二十六、荒れゝばも立ちゅり　凪れゝばも立ちゅり　立ちまさりまさり
　塩屋のけぶり
二十七、月の照りきょらさ　糸とまいれわらべ　つゆの玉ひろて　貫
きゃりあすば
二十八、あの伊集の花や　あがきょらさ咲きゅり　わぬも伊集やとて　
真白咲かな
二十九、真謝原のいもや　一本から三ばき　あかんみの小堀　あらいど
ころ
三十、とうばら石やじ　じきぶす三ぶす　未が花咲きゃ　みだれなゆり
三十一、おどらだなおれは　島や山なりゅり　でわきゃほりたてゝ　お
どてどよも
三十二、与論てる島や　いねくさしやしが　なべのそこなかに　ごくや
たまる
三十三、多幸山の山しし　おどろくな山しし　喜名の高平安座　山田も
どり
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